
                                                                                                                                  

                                  

 

                                                           

                                     

                                                                                                           

 

 

 

 

 

                                                  

 

                        

 

                                      

                                                            

                                            

 

 

日 曜 （1月）行 事 名 日 曜 （2月）行 事 名 

10 土 全 社協のＰ発行 5 木 全 社協のＰ発行 

24 土 文 新春寄席 8 日 全 まち歩き/憩いの場 

25 日 人 人権ひろば 21 土 保 さわやか体操 

26 月 全 まち歩き/憩いの場 23 月 福/人 福祉/人権高齢者交流会 
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生活環境部 

福祉部 

行事予定表 
全＝全体  福＝福祉部  人=人権部  文＝文化広報部 

保＝保健体育部  生＝生活環境部 
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        12 月 4 日(木)午前 10 時から市民Ｃ2 階ホールで生活環境部、福

祉部との共催で「健康講座」を開催しました。 

        四日市歯科医師会の加藤卓也先生に「口腔のケア」についてお 

話を聞きました。分りやすく、丁寧なお話で、口腔内の細菌が粘膜や血液を通り 

全身に及び、諸病の原因となり、認知症にも関係しているそうです。 

 自分の歯でしっかり噛むことが大切で、「80 歳で 20 本を目標にケアしていただ

きたい」とのことです。29 名の参加でした。 

加藤卓也先生と 

講座 

口腔ケアの大切さを認識しました 



                                                                   人権部 

塩中と共催で「人権コンサート」を開催  

  塩浜地区人権コンサート「～生きる力・輝くいのち～」をテーマに、12

月6日(土)午後1時30分から塩浜中学校体育館で80名の参加で開催しました。 

 今年度も、塩浜中学校ＰＴＡと塩浜地区市民Ｃとの共催で、森やよいさんの

歌と絵本の読み聞かせ、ピアニスト池田寿美子さん、ミュージックパレットに

よるミュージックベルの演奏を聴きました。 

 演奏、歌を会場の皆さんも一緒に歌い、絵本の読み聞かせに目頭を熱くし、

様々な障害を持った子らのミュージックベルの演奏に心を打たれました。 

                     歌から人と人との絆の大切を 

学び、歌うことによりやさしい 

気持ちが芽生え、心温まるひと 

時を過ごしました。 

福祉部 

ミュージックベルの演奏に耳を傾ける皆さん 

歌声を合わせて！ 

参加者の皆さんと 

ユ
マ
ニ
テ
ク
医
療
福 

祉
大
学
校
の
協
力 

日時 12 月 15 日(月) 9:30～11:30 

場所 塩浜小学校体育館・ﾍﾙｽﾌﾟﾗｻﾞ駐車場内 

 ユマニテク医療福祉大学校 

医療福祉学科専任教員・森聖 

志氏を迎え、児童 4年生 35 名 

と大学生、保護者ら 70 名の参 

加で「車いす体験学習」を開催 

しました。 

 グループに分かれ、大学生 

による車いすの扱い方の説明 

に子どもたちは真剣に聞き入 

っていました。 

 子供たちの「心のバリア」 

を解きほぐす「ユマバスケッ 

ト」で相手を思いやる気持ち 

が自然に生まれやさしい言葉 

が交わされていました。 

 体験後「もっと乗りたかっ 

た」、「押したことはあるけれ 

ど乗ったのは初めてで怖かっ 

た」など感想が聞けました。 

 障害のある人を理解するた 

めには「障害」ではなく「そ 

の人」を理解することが大切 

なのでしょう。 

 

屋内で説明を聞きながら体験 

 

屋外での実体験 


